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人
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成
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特別講演１ 人口減少社会における医療・介護人材－その動向と展望特別講演２ 人口減少社会下における医療人育成について
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日
本
の
人
口
は
国
勢
調
査
の
値

で
は
２
０
１
０
年
を
ピ
ー
ク
に
緩

や
か
に
減
り
始
め
て
い
ま
す
。
高

齢
者
人
口
は
そ
れ
ほ
ど
増
え
ま
せ

ん
が
、
人
口
に
占
め
る
割
合
は
上

が
っ
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

医
療
・
介
護
分
野
の
主
な
課
題
と

し
て
は
、
①
医
療
・
介
護
費
の
増

大
②
医
療
・
介
護
需
要
の
変
化
③

デ
ジ
タ
ル
化
④
国
際
化
⑤
働
き
方

改
革
⑥
へ
き
地
医
療
と
医
師
の
偏

在
｜
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
だ
け

が
理
由
で
な
く
、
医
師
数
の
増
加

が
原
因
の
一
つ
と
捉
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
医
学
部
な
ど

で
は
定
員
を
制
限
す
る
動
き
が
出

て
い
ま
す
。

②
は
、
高
齢
者
が
減
少
す
る
中

で
医
療
や
介
護
需
要
が
ど
こ
ま
で

増
え
る
の
か
、
細
か
く
予
測
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
は
、
医
療
や
介
護
の
環
境
に

応
じ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や
Ａ

Ｉ
の
活
用
と
い
っ
た
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
が
必
要
で
す
。

④
に
つ
い
て
は
、
技
能
実
習
、

特
定
技
能
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携

協
定
）
制
度
に
基
づ
き
外
国
人
人

材
が
増
え
ま
し
た
が
、
そ
の
割
合

は
就
業
人
口
全
体
に
対
し
て
約
０

・
６
％
で
す
。
ア
ジ
ア
圏
で
は
保

健
・
福
祉
人
材
が
不
足
し
て
お

り
、
今
後
も
日
本
で
学
ぶ
人
材
が

増
え
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

⑤
は
最
近
、
取
り
組
み
が
進
み

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
医
療
・
福

祉
分
野
の
就
業
年
齢
層
は
以
前
は

代
が
中
心
だ
っ
た
の
に
対
し
、

近
年
は
年
齢
の
偏
り
が
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
長
く
働
く
人

が
増
え
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

⑥
は
、
対
面
の
ケ
ア
を
確
保
し

な
が
ら
も
へ
き
地
や
無
医
地
区
の

医
療
体
制
を
ど
う
構
築
し
て
い
く

か
の
議
論
が
必
要
で
す
。

医
師
は
２
０
２
９
年
頃
を
境
に

医
師
数
の
供
給
過
多
が
見
込
ま

れ
、
抑
制
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
の
医
師
や
診
療
科

の
偏
在
と
い
っ
た
課
題
が
残
り
、

医
学
部
定
員
の
適
正
化
と
医
師
の

偏
在
対
策
が
必
要
で
す
。
文
部
科

学
省
で
は
、
医
師
偏
在
を
解
消
す

る
た
め
医
療
人
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
推
進
や
、
地
域
医
療
に
関
す
る

大
学
連
携
に
よ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
構
築
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

薬
剤
師
に
つ
い
て
は
、

年
に

薬
学
部
６
年
制
課
程
が
導
入
さ
れ

て
以
降
、
薬
学
部
数
が

年
に
比

べ
約
１
・
７
倍
に
増
加
。
そ
れ
に

伴
い
今
後
は
薬
剤
師
過
剰
が
予
想

さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
薬
剤
師
の

偏
在
や
日
本
の
創
薬
力
低
下
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
薬
学
部
の
定

員
抑
制
と
と
も
に
薬
剤
師
の
地
域

偏
在
・
業
態
偏
在
対
策
や
創
薬
力

強
化
に
向
け
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
充

実
、
基
礎
研
究
強
化
な
ど
の
対
策

が
必
要
で
す
。

看
護
師
の
就
業
者
数
は

年
時

点
で
１
７
３
・
４
万
人
、

年
は

１
８
０
・
２
万
人
と
推
計
さ
れ
て

お
り
、
ま
だ
不
足
し
て
い
ま
す
。

看
護
師
の
需
給
状
況
は
地
域
差
が

あ
り
、
地
域
社
会
の
課
題
に
応
じ

た
確
保
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
看
護
学
教
育

モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

改
訂
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
へ
の
対
応
と
と

も
に
、
人
口
減
少
社
会
下
で
医
療

職
の
確
保
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ

る
中
で
高
度
化
複
雑
化
し
た
医
療

に
対
す
る
た
め
に
は
、
職
種
を
超

え
た
チ
ー
ム
医
療
の
充
実
、
患
者

も
含
め
た
医
療
の
協
働
が
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ま

す
。

俵 幸嗣氏

文部科学省
高等教育局
医学教育課長

林 玲子氏

国立社会保障・
人口問題研究所
所長

人
口
変
動
見
越
し
て
各
方
面
で
対
策
を

職
種
を
超
え
た
チ
ー
ム
医
療
の
充
実
を

若
年
層
減
少
と
医
療
現
場
の
課
題
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
た

熊
本
県
医
療
人
育
成
総
合
会
議

月
４
日
、
熊
本
市
中
央
区

熊
日
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
講
演
動
画
を
公
開

11
月
４
日
に
収
録
し
た
講
演
を
熊
本
日
日
新
聞
社
の
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
公
開
中
で
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
と
、
各
コ
ン
テ
ン
ツ
の
動
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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熊本のより良い医療・福祉の実現、人材育成を目指す熊本県医療人育成総合会議（実行委員長・片渕秀隆肥後医育振興会

副理事長）が11月４日、熊本市中央区の熊本県医師会館で開かれ、約100人が参加した。若年層人口が減少する医療現場の

現状と課題、対策について医師や薬剤師、教員ら８氏が講演。学生らによる討議もあった。

主催／公益財団法人肥後医育振興会 後援／熊本日日新聞社 協力／高橋酒造株式会社、一般財団法人化学及血清療法研究所

松下 修三氏 片渕 秀隆氏 尾池 雄一氏 武笠 晃丈氏

肥後医育振興会

理事長

熊本大学名誉教

授

肥後医育振興会

副理事長

熊本大学名誉教

授

熊本大学医学部長 熊本大学医学科

教育・教務委員

長

＜主催者あいさつ＞ ＜司 会＞ ＜座 長＞ ＜座 長＞
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講演１ 18歳人口減少と医学教育講演２ Ｚ世代の看護職の人材確保と育成

講演３ 人口構造の変化に対応した薬学教育講演４ 18歳人口激減下におけるリハビリテーション専門職育成の現状と課題

講演５ 外国人介護福祉士の育成とその重要性講演６ 18歳人口激減下の医療人育成 私立中学高等学校進路指導の立場より

吉田 素文氏
熊本大学大学院

生命科学研究部

総合医学教育学

講座教授

田邉 菜穂子氏

熊本大学病院

副看護部長

坂崎 浩一氏
熊本総合医療リハ

ビリテーション学

院副学院長兼教育

部長

野島 謙一郎氏

九州中央リハビリ

テーション学院

介護人材教育部長

西島 孝一氏

真和高等学校

進路指導部長

国
は
、
定
期
的
な
医
師
需
給
推
計
に

基
づ
き
、
医
学
部
定
員
の
減
員
・
適
正

化
を
進
め
て
い
ま
す
。
医
師
偏
在
指
標

と
い
う
統
計
に
よ
る
と
、
熊
本
県
は
医

師
多
数
県
に
分
類
さ
れ
る
一
方
、

歳

未
満
の
医
師
の
割
合
は
全
国
最
低
と
な

っ
て
い
ま
す
。
医
師
の
平
均
年
齢
は
、

全
国
平
均
の

・
８
歳
に
対
し
て
熊
本

県
は

・
５
歳
で
、
全
国
４
位
の
高
さ

で
す
。医
師
分
布
を
地
域
別
に
見
る
と
、

熊
本
市
に
集
中
し
て
お
り
、
熊
本
市

外
が
少
な
い
偏
在
傾
向
が
見
ら
れ
ま

す
。

歳
人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
、
医

学
部
医
学
科
の
定
員
は
徐
々
に
削
減
さ

れ
て
い
く
見
込
み
で
す
が
、
県
内
で
は

若
手
医
師
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
専
門

医
や
地
域
医
療
を
担
う
人
材
が
、
近
い

将
来
急
速
に
高
齢
化
し
て
い
く
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
の
問
題
は
医
療
機
関
や

大
学
だ
け
で
な
く
行
政
や
教
育
機
関
な

ど
が
連
携
し
な
く
て
は
解
決
で
き
ま
せ

ん
。
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
、
オ
ー

ル
熊
本
で
若
手
医
師
、
専
攻
医
を
確
保

す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

薬
剤
師
偏
在
指
標
と
い
う
デ
ー
タ
を

見
る
と
、
熊
本
県
に
お
け
る
薬
剤
師
数

は
、
目
標
偏
在
指
数
「
１
・
０
」
を
下

回
っ
て
お
り
、
中
で
も
病
院
薬
剤
師
の

確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
将
来
を
見
据
え
、
短
期
・
長
期
両

面
か
ら
人
材
確
保
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。

薬
学
部
教
育
で
は
６
年
制
導
入
以

降
、
一
定
数
の
人
材
を
輩
出
し
て
い
ま

す
が
、
私
立
大
の
志
願
倍
率
や
入
学
志

願
者
数
は
減
少
。
在
学
中
の
国
家
試
験

合
格
率
も
新
設
大
学
を
中
心
に
低
い
傾

向
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
と

課
題
を
鑑
み
、
２
０
１
３
年
と
昨
年
、

薬
学
教
育
モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
薬
学
部
で
は
、
学
生
確
保
の
一

環
と
し
て
小
中
学
生
・
高
校
生
向
け
に

「
薬
剤
師
１
日
体
験
学
校
」
と
い
っ
た

薬
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。
入
学

者
選
抜
試
験
で
は
、
本
年
度
か
ら
面
接

を
導
入
し
ま
し
た
。
入
学
後
は
、
地
域

の
多
様
な
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

薬
剤
師
養
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

当
院
の
職
員
数
は
２
１
９
２
人
で
、

こ
の
う
ち
看
護
職
は
９
１
０
人
で
す
。

本
年
度
の
看
護
師
の
新
規
採
用
者
は

人
で
、
新
卒
は

人
で
し
た
。
年
齢
層

別
で
は

〜

歳
が
最
多
で
、
主
要
年

齢
層
が
上
昇
し
て
い
く
中
で
、
新
規
採

用
者
を
獲
得
・
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
課

題
で
す
。

「
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
」

「
自
分
の
価
値
観
を
重
視
す
る
」
と
い

っ
た
Ｚ
世
代
の
特
徴
を
踏
ま
え
、
当
院

で
は
看
護
師
教
育
に
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
や

医
療
用
携
帯
端
末
を
活
用
す
る
ほ
か
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
修
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

採
用
活
動
に
つ
い
て
は
、
就
職
セ
ミ

ナ
ー
に
積
極
的
に
参
加
す
る
と
と
も

に
、
病
院
説
明
会
を
実
施
。
リ
ア
ル
な

情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
説
明
者
を

入
職
後
１
、
２
年
目
の
若
手
看
護
師
が

担
当
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
職

場
の
体
験
の
機
会
を
多
く
つ
く
ろ
う

と
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
期
間
や
人

数
の
制
限
を
撤
廃
し
、
随
時
参
加
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

理
学
療
法
士
お
よ
び
作
業
療
法
士
教

育
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
が
進
む
に
つ

れ
、
社
会
的
な

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
も

あ
っ
て
全
国
的
に
養
成
校
が
急
増
し

て
き
ま
し
た
。
一
方
、

歳
人
口
が
減

少
し
た
こ
と
で

近
年
は
定
員
割
れ
と

い
う
問
題
が

出
て
き
ま
し
た
。
２
０

１
７
年
の
定
員
充
足
率
は
理
学
療
法

士
養
成
校
が

・
６
％
、
作
業
療
法
士

養
成
校
が

・
４
％
で
、
近
年
は
さ
ら

に
数
値
が
下
が
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ

ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
が
続
く
と
、
学
校
の

財
政
基
盤
や
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

修
学
支
援
新
制
度
の
対
象
と
な
る
教
育

機
関
の
要
件
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
志
願
者
増
に
向
け
て
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
の
開
催
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な

ど
を
通
し
て
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

在
学
生
に
対
し
て
は
目
指
す
国
家
資
格

の
取
得
の
た
め
、
学
習
面
は
も
ち
ろ
ん

生
活
面
、
メ
ン
タ
ル
面
も
支
援
し
て
い

ま
す
。就
職
は
常
に
１
０
０
％
で
す
が
、

求
人
は
非
常
に
多
く
要
望
に
十
分
お
応

え
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

２
０
２
５
年
度
の
大
学
受
験
人
口
は

約

・
６
万
人
で
、
ピ
ー
ク
時
の
約

％
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
大
学
入

試
に
は
主
に
総
合
型
選
抜
、
学
校
推
薦

型
選
抜
、
一
般
選
抜
が
あ
り
ま
す
が
、

近
年
は
総
合
型
選
抜
の
割
合
が
増
え
て

き
ま
し
た
。

本
校
で
は
例
年
延
べ
約
３
０
０
人
の

合
格
者
が
出
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち

医
療
系
は

％
前
後
で
す
。
進
路
指
導

の
立
場
と
し
て
は
、
総
合
型
選
抜
志
願

が
増
え
た
こ
と
で
受
験
日
程
の
前
倒
し

や
、
試
験
内
容
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
総
合
型
、
推

薦
型
に
対
応
す
る
人
材
育
成
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

進
路
支
援
と
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
活
躍
す
る
卒
業
生
と
懇
談
す
る

「
夢
リ
レ
ー
」
を
実
施
。
医
療
系
に
進

学
を
希
望
す
る
生
徒
に
向
け
て
は
、
医

療
系
学
部
体
験
の
機
会
を
設
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
生
徒
自
ら
が
発
信
で
き
る

よ
う
な
人
材
を
育
て
よ
う
と
、
全
国
規

模
の
プ
レ
ゼ
ン
大
会
へ
の
参
加
や
探
究

活
動
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

日
本
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
優
秀

な
介
護
人
材
が
不
足
す
る
中
、
外
国
人

介
護
福
祉
士
の
役
割
が
重
要
視
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
校
の
場
合
、
外
国
人
は
国
際
介
護

学
科
で
１
年
学
ん
だ
後
、
介
護
福
祉
学

科
に
編
入
し
て
２
年
間
学
び
、
介
護
福

祉
士
国
家
試
験
合
格
を
目
指
し
ま
す
。

日
本
人
と
同
等
の
レ
ベ
ル
の
人
材
を
輩

出
し
よ
う
と
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構

築
。
学
費
面
で
は
、
県
修
学
資
金
と
施

設
奨
学
金
を
活
用
し
て
生
活
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

国
際
介
護
学
科
で
は
介
護
福
祉
士
に

必
要
な
日
本
語
教
育
に
注
力
し
て
お

り
、
日
本
語
能
力
試
験
「
Ｎ
２
」
以
上

取
得
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
ア
ル
バ

イ
ト
を
す
る
場
合
は
高
齢
者
施
設
を
紹

介
し
、
経
験
を
積
み
ま
す
。
介
護
福
祉

学
科
で
は
日
本
人
と
同
じ
授
業
を
実
施

す
る
と
と
も
に
日
本
語
教
育
も
継
続
。

技
能
実
習
生
や
特
定
技
能
で
働
く
外
国

人
に
指
導
や
助
言
が
で
き
る
人
材
、
多

職
種
連
携
や
チ
ー
ム
で
活
躍
で
き
る
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

城野 博史氏
熊本大学病院薬剤部

准教授 副部長

熊本大学院薬学教育

部臨床薬物動態学分

野准教授
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講
師
陣
と
学
生
に
よ
る
総
合
討
論
の
様
子

11
月
４
日
、
熊
本
市
中
央
区

尾
池
氏

医
学
・
看
護
学
・
薬
学
を

学
ぶ
学
生
に
、
講
演
の
感
想
や
意
見
、

提
言
を
述
べ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

川
島
康
雅
さ
ん
（
熊
本
大
学
医
学
部

医
学
科
４
年
）

医
師
不
足
や
偏
在
に

つ
い
て
講
義
な
ど
で
聞
い
て
い
ま
し
た

が
、
近
い
将
来
、
医
師
の
需
給
が
均
衡

す
る
と
初
め
て
知
り
、
驚
き
ま
し
た
。

そ
の
時
期
は
私
た
ち
が
医
師
と
し
て
働

き
始
め
る
頃
と
重
な
る
た
め
、
自
分
の

強
み
や
他
の
医
師
と
の
差
別
化
が
必
要

に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
自
分
の
キ
ャ

リ
ア
に
つ
い
て
熟
考
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

小
原
彩
水
さ
ん
（
熊
本
大
学
医
学
部

医
学
科
５
年
）

前
期
高
齢
者
数
が
将

来
は
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
を
初
め
て

知
り
ま
し
た
。
私
は
医
師
の
需
給
均
衡

や
減
少
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
考
え
て
い
ま

し
た
が
、
講
演
を
聞
い
て
そ
れ
ほ
ど
マ

イ
ナ
ス
に
捉
え
な
く
て
も
い
い
と
感
じ

ま
し
た
。
医
師
の
量
よ
り
質
を
改
善
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

松
岡
咲
江
さ
ん
（
熊
本
大
学
医
学
部

保
健
学
科
４
年
）

熊
本
大
学
病
院
の

田
邉
副
看
護
師
長
の
講
演
の
中
に
、「
今

の
若
者
は
職
場
選
び
の
際
、
病
院
の
雰

囲
気
や
自
身
の
価
値
観
と
の
合
致
を
重

視
し
て
い
る
」
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し

た
。
熊
本
県
看
護
協
会
の
看
護
学
生
１

日
体
験
で
高
校
生
と
話
を
し
た
際
、
高

校
生
は
「
看
護
学
生
は
実
習
が
大
変
」

と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
て
い
ま
し
た
。
看
護
職
に
対
す
る
負

の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
た
め
、
関
連

団
体
が
連
携
し
て
人
材
確
保
に
努
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

今
村
睦
生
さ
ん
（
熊
本
大
学
医
学
部

保
健
学
科
４
年
）

来
年
４
月
か
ら
保

健
師
と
し
て
勤
務
す
る
予
定
で
す
。
就

職
活
動
中
、
大
き
な
自
治
体
で
も
保
健

師
が
不
足
し
て
い
る
と
聞
き
、
若
年
層

の
人
口
減
少
を
実
感
し
ま
し
た
。
今
日

の
講
演
の
中
で
注
目
し
た
の
は
「
チ
ー

ム
医
療
の
不
足
」
で
す
。
私
は
チ
ー
ム

医
療
の
演
習
時
に
、
医
学
や
薬
学
な
ど

専
門
性
が
違
え
ば
考
え
方
も
異
な
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
学
生
の
時
か
ら
講

義
や
実
習
で
多
職
種
連
携
を
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
チ
ー
ム
医
療
の
充
実
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

永
田
貴
子
さ
ん
（
熊
本
大
学
薬
学
部

薬
学
科
６
年
）

歳
人
口
の
減
少
に

伴
い
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
た
上
で
、
私
た
ち
が
今
の
若
者
の
現

状
を
広
く
伝
え
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
就
職
活
動
中
、
大
半
の
学

生
が
給
与
面
や
安
定
性
な
ど
で
な
ん
と

な
く
就
職
先
を
決
め
て
い
る
と
い
う
印

象
を
受
け
ま
し
た
。
私
は
病
院
実
習
や

研
究
活
動
を
通
し
て
「
出
会
っ
た
先
生

の
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
思
い
、
博
士

課
程
へ
の
進
学
を
決
め
ま
し
た
。
若
者

世
代
は
、
「
ど
ん
な
人
材
に
な
り
た
い

か
」
を
し
っ
か
り
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
課
題
を
解
決
す
る
に
は
、

世
代
や
職
種
を
超
え
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

中
村
順
也
さ
ん
（
熊
本
大
学
大
学
院

薬
学
教
育
部
１
年
）

講
演
の
中
で「
薬

学
部
の
６
年
制
移
行
は
薬
剤
師
の
育
成

面
で
は
効
果
的
だ
っ
た
が
、
創
薬
研
究

者
の
養
成
面
で
は
マ
イ
ナ
ス
に
働
い

た
」と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、

薬
学
部
の
６
年
制
教
育
を
再
評
価
し

て
、
４
年
制
に
戻
す
議
論
を
す
べ
き
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
薬
剤
師
と
し
て
臨

床
に
関
わ
り
た
い
学
生
は
、
卒
後
研
修

を
受
け
て
実
践
的
な
ス
キ
ル
を
習
得
す

る
方
法
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

山
本
哲
郎
・
肥
後
医
育
振
興
会
前
副

理
事
長

人
口
動
態
を
見
な
が
ら
計
画

的
に
進
め
て
い
け
る
医
療
人
育
成
は
、

特
殊
な
分
野
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
、
現
場
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
続
け
て
い
る
根
拠
、
基
盤
が
は

っ
き
り
し
ま
し
た
。
指
導
者
の
負
担
増

に
よ
り
研
究
と
教
育
が
二
律
背
反
関
係

に
な
る
こ
と
は
問
題
で
あ
り
、
両
立
を

意
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

尾
池
氏

人
口
減
少
は
、
私
た
ち
は

も
ち
ろ
ん
若
い
世
代
に
と
っ
て
も
大
き

な
問
題
で
す
。
学
生
か
ら
「
今
後
の
キ

ャ
リ
ア
や
未
来
に
つ
い
て
目
的
意
識
を

持
っ
て
考
え
た
い
」
と
い
う
発
言
を
得

ら
れ
た
こ
と
は
非
常
に
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

講
師
陣
と
学
生
が
総
合
討
論

医
療
現
場
の
将
来
像

語
り
合
う
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